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家族構成: 妻と長女(中学 2年) 次女(小学 2年)長男(保育園年長)  2010年 3月に

行われた、市議会議員選挙にて初当選 議会報編集委員会委員長 現在、総務常任

委員会副委員長、基地対策特別委員会、議会運営委員会  所属会派 市政クラブ 

 

第 3回定例会が 9月 5日～27日に行われました。

今回の定例会では、23年度収支決算報告の議案

が上程され、賛成多数で可決されました。一般会計では、歳入の根幹をなす市民税収入が昨年度より

1 億 3,500 万円も少なくなっており、一般会計に占める自主財源比率（62.6％）も平成 20 年度より

10％も減少しています。歳出では、高齢化が進む本市では、福祉全般にかかる予算が増加傾向にあり、

限られた予算で、いかに市民サービスの充実を図るのか、事業の見直しも急務な課題と言えます。 

 

（１）財政状況 

健全な財政運営の原則である収支の均衡及び財政構造の弾力性についての比率の推移 

財 務 比 率 の 推 移 

 実質収支比率 経常収支比率 公債費比率 財政力指数 

平成23年度 ７．５％ ９８．９％ ９．６％ ０．８７６ 

平成22年度 ７．１％ ９８．３％ ９．７％ ０．９０２ 

平成21年度 ５．１％ ９９．６％ ９．６％ ０．９３７ 

 

実質収支比率：標準財政規模に対する割合。一般的には3～5％が望ましいとされている。 

経常収支比率：経常一般財源に対する経常的経費の割合。 

一般的には70～80％が望ましいとされている。 

公債費比率： 経常一般財源に占める公債費の一般財源所要額の比率。 

一般的には10％以内が望ましいとされている。 

財政力指数： 財政上の能力を示す指数。この指数が1を超えるほど財源に余裕がある。 

 

（２）市債状況 

   平成 23年度の市債借入額は 23億 7,610万円で、平成 23年度末借入残高は 212億 8,893万 7,434

円となっています。一般会計の市債借入額は 14億 4,290万円で、平成 23年度末借入残高は 158

億 3,314 満 9,978 円となり、前年度末借入残高より 0.9％の減となっています。また、下水道

事業特別会計の市債借入額 9 億 3,320 万円で、平成 23 年度末借入残高は 54 億 5,578 万 7,456

円となり、前年度末借入残高 8.8％の減となっています。一般会計、特別会計の市債残高を合

わせると、市民一人あたりの借金は約 36万円にもなります。 



 

 

 

 

第 3回定例会において、逗子市国民健康保険条例

の一部を改正する議案が提出され、賛成多数で承

認されました。今回の改正により、国民健康保険

料は年間に一世帯あたり 5千円程度、一人あたり

にすると 2,900円程度値上がりすることが予想さ

れるとのことです。値上げとなる国民健康保健条

例の改正を今回行う背景の一つには、一般会計か

ら国民健康保健事業特別会計への多額の法定外

繰入があります。ここ数年、毎年約 4億 2千万円

の一般会計予算が繰入られており、この数字は国

民健康保険事業特別会計予算全体の約 7％（県内

19市中 2番目の高割合）にのぼります。こうした

状況に対しては、社会保険加入者との不公平感が

あると言えます。また、平成 11 年度から改正を

見送ってきたため、一般被保険者一人あたりの医

療費が、県内 19 市中 3 番目に高額であるにも関

わらず、一人あたりの保険料は、県内 19 市中 2

番目に低額となってしまっています。平成 24 年 7

月末現在 17,267 人の市民が国民健康保険に加入

しており、今回の改正は多くの市民に影響を与え

ますが、本市の国民健康保険事業の現状を鑑みる

と、改正すべきと判断しました。 

決算特別委員会は、前年度の事業の執行状況を審査

するものです。今回、私は副委員長として、3日間

の決算審査を行いました。私は以下の事業について

総括質疑で市長及び理事者に質問を致しました。 

① 街区公園整備事業及び維持管理事業 

ここ近年、公園の遊具が撤去され、空き地化してい

る現状です。その公園の維持管理に 23年度は 2,160

万円支出（草刈り、掃除等）市民に活用される公園

づくりと市民力の活用で経費の削減をすべきです。 

② 放置自転車等対策事業及び 

自転車等駐車場維持管理事業 

放置自転車等対策事業と自転車等駐車場維持管理

事業の巡視業務は事業の業務委託先も同じであり、

放置自転車等の巡視啓発撤去運搬業務の中でまか

なえるはずと考えます。300万円経費削減になる。 

③その他,高齢福祉

事業全般について高

齢福祉政策の充実と

経費削減の観点から

どのように事業改善

を進めていくのか市

長に質疑しました。 

 

Ｑ 119番火災・救急の通報ですが、特に火災時は通報が集中されるために話し中や電話にでないこと

もあるようですが、どのような仕組みになっているのですか？ 

Ａ 現在、オペレーター2名体制で最大 6回線で対応していますが、通報が集中する時は、つながりに

くくなります。先日、一部改善され、電話応対できない場合は音声が流れるようになっています。 

Ｑ 第 1運動公園の再整備工事が始まりましたが、いつからプールが使用できるようになりますか？ 

Ａ 再整備工事は平成 25年度中の工期を予定していますが、プールに関しては来年の夏に間に合うよ

う進めていく予定です。 
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